別紙１

	開校準備委員会の役割と報告フローについて



1. 開校準備委員会とは（要綱抜粋）
	目的（第1条）
	協議する事項（第2条）

	地域、保護者、学校及び教育委員会が一体となり、小中一貫教育の推進及び子どものためのよりよい教育環境の創出について協議する。
	① 施設整備に関する事項　　　
② 学校運営に関する事項
③ 教育課程に関する事項　　　
④ 統合する学校間の交流活動に関する事項　　　　　　　　　　　　 ⑤ その他、設置に関し必要な事項




２. 開校準備委員会の構成（図）
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３. 役割【協議・報告の流れ】（第7条第4項・第8条第3項）
	① 専門部会
（部会）
	【個別テーマについて協議】
施設整備、学校運営、教育課程の各部会として具体案を協議・決定する。
	要綱第8条第3項

	▼ 【報告】 協議結果を報告
	
	

	② 全体会
（委員会）
	【全体の合意形成・総括協議】
各部会からの報告を受け、委員会全体として内容を協議し、とりまとめる。
	要綱第7条第4項

	▼ 【報告】 協議結果を報告
	
	

	③ 教育委員会
（会議）
	【施策への最終決定】
全体会からの報告を受け、教育委員会の会議で審議する。
	（報告先）



４. 開校準備委員会設置要綱（重要条文の抜粋）
	第1条（設置）
	地域、保護者、学校及び教育委員会が一体となり、小中一貫教育の推進及び子どものためのよりよい教育環境の創出について協議するために委員会を設置する。

	第7条第1・4項
（全体会）
	全体会は委員長が招集し、議長となる。委員長は、全体会で協議した結果を教育委員会に報告する。

	第8条第1・3項
（専門部会）
	委員長は必要に応じて専門部会（部会）を置くことができる。部会は第2条各号の事項について協議し、その結果を全体会に報告するものとする。



